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33,000トン

34,000トン

35,000トン

36,000トン

平成12年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度

33,774トン

35,876トン

34,855トン

35,303トン

筑西市のごみ処理事業経費784g（１人１日）

850g（１人１日）

834g（１人１日）

851g（１人１日）

10億 8927万円
10億 3788万円

11億 8075万円

9,234円
１人当たりの経費

8,976円
１人当たりの経費

10,282円
１人当たりの経費

増
や
す
の
も
減
ら
す
の
も
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け

　

私
た
ち
は
、
日
々
の
生
活
を
送
る
う
え
で
い
ろ
い
ろ

な
ご
み
を
排
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
１
年
間
に

筑
西
市
全
体
で
、
一
般
家
庭
系
と
事
業
系
を
合
わ
せ
て

３
万
５
千
ト
ン
を
超
え
る
ご
み
を
出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
大
量
の
ご
み
を
処
理
す
る
た
め
に
、
貴
重
な
税

金
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
不
法
投
棄
の
問
題
な

ど
も
生
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
解
決
し
て
い
く
た
め

に
、
発
生
の
抑
制
（
リ
デ
ュ
ー
ス
）、
再
使
用
（
リ
ユ
ー

ス
）、
再
利
用
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
の
３
Ｒ
を
推
進
し
て
循

環
型
社
会
へ
換
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

平成 16年度搬入量（ｔ） 平成 17年度搬入量（ｔ） 平成 18年度搬入量（ｔ）
可燃ごみ 不燃ごみ 計 可燃ごみ 不燃ごみ 計 可燃ごみ 不燃ごみ 計

下館地区 14,276 1,230 15,506 14,313 1,108 15,421 14,246 1,145 15,391
関城地区 2,330 361 2,691 2,369 342 2,711 2,494 357 2,851
明野地区 2,156 305 2,461 2,220 263 2,483 2,364 269 2,633
協和地区 3,525 404 3,929 3,484 372 3,856 3,520 388 3,908
筑西市 22,287 2,301 24,588 22,387 2,085 24,472 22,623 2,159 24,782

一般ごみ収集運搬量（行政の関与により環境センターへ搬入されたごみの量）

　

平
成
18
年
度
に
筑
西
市
か
ら
出
さ
れ
た
ご
み
（
家
庭
系
と

事
業
系
の
一
般
廃
棄
物
）
の
総
量
は
３
万
５
３
０
３
ト
ン
で

す
。
そ
の
う
ち
、
燃
え
る
ご
み
が
２
万
８
４
６
０
ト
ン
（
約

80
％
）を
占
め
、こ
れ
以
外
の
ご
み
が
６
８
４
３
ト
ン
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ゴ
ミ
収
集
車
約
８
８
２
５
台
分
の
積

載
量
に
相
当
し
ま
す
。
こ
の
量
を
１
人
当
た
り
に
換
算
す
る

と
、
年
間
で
３
１
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
超
え
、
１
日
当
た
り

８
５
１
グ
ラ
ム
の
ご
み
を
出
し
て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

　

ご
み
の
排
出
量
は
一
般
的
に
都
市
化
に
と
も
な
い
増
加
す

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
市
も
こ
れ
ま
で
人
口
の
増
加

や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
な
ど
に
と
も
な
い
、
増
加
傾

向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
人
当
た
り
年
間
３
１
０
㎏
を

超
え
る
ご
み

？

12億 6778万円

11,127円
１人当たりの経費

筑西市のごみの排出量

※ごみの排出量は家庭系一般廃棄物（可燃ごみ・不燃ごみ・粗大ごみ・資源ごみ）＋事業系一般廃棄物の総数です。

※上記には粗大ごみ、資源ごみ及び事業系一般廃棄物の数量は含まれていません。



子どもたちの
将来を考えて、
もちろん私も
マイバックを
使ってます。
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　家庭から出るごみを資源として出し、リサイク

ルすることはもちろん重要ですが、それだけでは

ごみ（資源）の総量は減りません。私たち１人ひ

とりが今の生活様式を見直し、その総量を減らす

ための工夫（発生抑制）を基本に考え、すぐにご

みになってしまうものを家庭に持ち込まないよ

う、考えながら買い物をしましょう。

買い物袋を持参しましょう 
買い物のたびにもらえるレジ袋はたまる

とごみになります。買い物の時に、買い

物袋（マイバッグ）を持参すると、お店

のレジ袋はいりません。また、小物や量

が少ない買い物の場合もレジ袋は断るよ

うにしましょう。中くらいの袋 1枚で約

10グラムのごみ減量になります。 

品物を幾重にも包んでいるもの

は見た目は丁寧ですが、商品を

取り出せばすぐにごみになりま

す。簡易包装の商品を選ぶこと

によって余分なごみは減ります。

簡易包装の商品を選ぶ 
不必要な包装は断る 
自分で着る服や使う物はきれ

いに包装してもらっても、家に

帰ればすぐにごみになります。

不必要な包装は断りましょう。

また、本のカバーなどもいらな

いときは断りましょう。

　

平
成
18
年
度
に
ご
み
処
理
に
か
か
っ
た

経
費
は
約
12
億
６
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
内
訳
は
、
収
集
運
搬
費
な
ど
が
約

２
億
８
千
万
円
、
環
境
セ
ン
タ
ー
の
処
理
費

用
な
ど
が
約
９
億
８
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
１
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
年

間
約
１
万
１
千
円
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

ご
み
排
出
量
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
と
も
な
い
処
理
費
用
も
増
加
し
て
い

て
、
こ
う
し
た
ご
み
の
処
理
に
は
私
た
ち
の

税
金
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ご
み
を
増
や
す

の
も
減
ら
す
の
も
私
た
ち
自
身
で
す
。
ご
み

の
減
量
で
処
理
経
費
を
節
減
し
、
環
境
に
や

さ
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ご
み
を
減
ら
す
た
め
の
身
近
な
例
と
し
て
、

次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

①
本
当
に
必
要
と
す
る
も
の
を
、
必
要
な
量

だ
け
買
う
。
②
使
い
捨
て
商
品
は
買
わ
な
い
。

③
捨
て
る
と
き
は
、
ま
だ
使
え
る
の
か
よ
く

考
え
て
か
ら
捨
て
る
。
④
生
ご
み
は
水
分
を

よ
く
切
る
。
⑤
紙
類
は
貴
重
な
資
源
。
し
っ

か
り
と
分
別
す
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
毎
日

の
生
活
の
中
で
工
夫
を
す
る
だ
け
で
も
ご
み

は
減
ら
せ
ま
す
。
実
践
し
て
継
続
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

年
間
の
経
費
は
12
億
円
を
超
え
る

ご
み
を
減
ら
す
た
め
に

今
す
ぐ
に
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

①電動生ごみ処理機

②コンポスト

③ＥＭぼかし容器

減らそう

生ごみ
市では、生ごみの減量を目的
として生ごみ処理機器購入の
補助制度を設けています。
ぜひ、ご利用ください。

１世帯１基対象。購入費用の 1/2
限度額 20,000 円（千円未満切り捨て）

１世帯２基対象。購入費用の 1/2
限度額 6,000 円（千円未満切り捨て）

１世帯２基対象。購入費用の 1/2
限度額 1,000 円（百円未満切り捨て）

自然にやさしいＥＭぼかし容器問い合わせ　生活環境課ごみ減量係　内線404 405

買
い
物
か
ら
始
ま
る

買
い
物
か
ら
始
ま
る    

ご
み
減
ら
し

ご
み
減
ら
し


